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その調査は大変な努力が必要だったと思う。この時代、東京に反射望遠鏡を持っていた個

人はいたが、東京天文台には反射望遠鏡はなかったことがわかる。 

 

これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


